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えりも町本町地区において採集 した海藻類について(短 報)

中 岡 利

博物館学芸委員実習 の一環 として、え りも町本 町

地区え りも港湾内の漁船係留 ロープ(満 潮時 に調査 、

図1.)、 お よび港湾南側平磯(え りも町字新浜 、図

2.)に おい て、海藻類 の調査 を実施 した ので ここ

に報告す る。 なお、磯 での採 集 は潮間帯 において実

施 し、現地で種 名が わか るもの は採取せず記録 に と

どめ た。 調査 日は、2005年8月13日 お よび18日 で

ある。確認 で きた海藻類 を表1.表2.そ れぞ れ示

した。

係留 ロー プ(図1.)で は11種 、磯(図2.)で

は18種 の海 藻 と1種 の海草 を確 認 す る こ とがで き

た。係留 ロープ上 に確認 されたカ ラフ トトロロ コン

ブ は、す で に1996年 に川 嶋昭 二氏 に よ りその分布

が確 認 されてい る(川 嶋、未発 表)。

係留 ロープと磯 の共通種 はアナアオサ、 ヒバマ タ、

アカバギ ンナンソウ、エ ゾツノマ タ(ク ロバギ ンナ

ンソウ)の4種 であ った。 この4種 の分布環境 は、

潮 間帯 ～潮 間帯下部の岩上 とされてい る。係留 ロー

プ上 のみで確認 され た7種(ヒ ラアオノリ、 ナガア

オサ、 ピラエ ラ、カラフ トトロロコンブ、 ツルツル、

ダルス、 イギス)は 、主 な分布環境が潮 間帯上部 か

ら潮下帯下部 まで と範 囲が広 かった。磯 のみで確認

され た15種(タ マ ジュズモ、 ツヤナ シシ オグサ、

マツモ、 ミツイシ コンブ、エゾイシゲ、 ウ ミ トラノ

オ、モサ カ、 ヒライボ、イ ソキ リ、 ピリヒバ 、 フノ

リ、アカバギ ンナ ンソウ、エゾツノマ タ、キブ リイ

トグサ、 フジマ ツモ、オオ ソゾ、スガモ)は すべ て

潮間帯 を主な分布環境 とする種 であ った。

海藻 の分布 には、水深(潮 位)、 海流 の強弱、 海

水 の栄養 などが複雑 に関係 してい ると考 えられてい

る。係留 ロー プ上 には潮間帯 ～潮間帯下部の岩上 に
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図1.え り も港 湾 内係 留 ロ ー プ

一
図2.え りも港湾南側平磯

分布する種がに付着 していた原因として、港湾内で

は潮流がゆるやかで、係留ロープは陸と船 をつなぐ

ためある程度の長さと重 さがあ り、干満に関係な く

常時水没 していることが多いためと考えられた。

係留ロープ上でのみ確認できたカラフトトロロコ

ンブの主な分布 は、網走や知床のオホーツク海から

根室 までの根室海峡であり、えりも周辺には自生 し

ない種である。えりも港湾に分布する理由として、作
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表1.え り も町 本 町 地 区 え りも港 湾 係 留 ロ ー プ 上 に お い て 確 認 で き た 海 藻

(調査 日:2005年8.月13日)

種 名 分類 主な分布環境区分

1 ヒ ラ ア オ ノ リ

Eη とero塑orph∂ σo澱pre55a(Linnaeus)Nees

緑藻 潮間帯上部の岩

2 ア ナ ア オ サ

σヱvaper亡 し15∂ 幻eヱ ヱ1η∂n

緑藻 潮間帯の岩上

3 ナ ガ アオ サ

σヱ▽∂ara5∂/dゴChihara

緑藻 潮間帯中部から下部の岩上

4 ピ ラ エ ラ

Pゴ1(∂yeヱ ヱ∂ ヱ1亡 亡or∂ ヱゴ5(:Linneus)Kゴellman

褐藻 潮間帯上部の岩上

5 ヒバ マ タ

Fuα25di5む 主σhロ55し1わ5.evaηe5σeη5(C.Agardh)

POwell

褐藻 平磯などの潮間帯

6 カ ラ フ ト トロ ロ コ ン ブ

五∂mlnarゴaε ∂σh∂ ヱゴnen5ゴ5M⊥yabe

褐藻 水深1-7mの 海底

7 ツ ル ツ ル

Gr∂ 亡e-Zoup1∂a/rロ 亡urし1Yamada

紅藻 潮間帯下部の岩上

8 ア カ バ ギ ン ナ ン ソ ウ

血zz∂eヱ ヱ∂ ゴ∂poη1σa(Mikam1)HO㎜ersand

紅藻 潮間帯下部の岩礁

9 ク ロ ハ ギ ン ナ ン ソ ウ

σhoηdrし ～5yeηdoゴYamadaetM⊥klam1

紅藻 潮間帯下部の静穏な岩上

10 ダ ル ス

P∂ ヱπlar1∂paヱma亡a(LIinnaeus)Kuntze

紅藻 潮下帯の下部の岩上

11 イ ギ ス

σer∂miし ～m1(ondoゴYerldO

紅藻 潮下帯の岩や他の海藻に着生
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表2.え りも町本町地区え りも港湾南側 平磯潮間帯 において確認で きた海 藻

(調査日:2005年8月18日)

種 名 分 類 馳 主な分布環境区分

1 アナ ア オサ

σヱ▽aper亡u5∂Kゴellman

緑藻 潮間帯の岩上

2 タ マ ジ ュ ズ モ

σh∂e亡omorpha塑oη ゴヱigeraKゴellman

緑藻 潮間帯下部

3 ツヤナ シシ オ グサ

σヱ∂dophor∂OP∂ σ∂Sakai

緑藻 潮間帯の上部

4 マ ツ モ

An∂ ユ1Pロ5japo.n1σu5(Harvey)Wynne

褐藻 潮間帯中部の岩上や貝の上

5 ミツ イ シ コ ン ブ

五∂皿fη ∂rヱ ∂ ∂r19し～5亡∂む∂Kゴellman

褐藻 低潮線付近 から水深10m位 までの岩盤

6 ヒバ マ タ

Fuσ し15d15亡 コ:σhロ55～ ノb5.e▽ ∂ηe5σeη5(C.Agardh)

POwell

褐藻 平磯などの潮間帯

7 エ ゾ イ シ ゲ

5.1ヱ ▽e仁 」∂ わ∂jb1η9亡:onゴ1(Hervey)SerraOetal・

褐藻 比較的波あた りの強い潮間帯 中部の岩礁

8 ウ ミ ト ラ ノ オ

5∂rσa55um亡 加 ηわerσ 亘(MertensexROth)Kurltze

褐藻 潮間帯中部から下部の岩上

9 モ カ サ

Pηeophyヱ ヱロmzo5亡eriσoヱ ∂(Foslie)K10czcOva

紅藻 スガモ上

10 ヒ ラ イ ボ

.Lj亡hOPhyヱ ヱロ1ηoノ(a1ηur∂eFOsl土e

紅藻 潮間帯下部から漸深帯の岩上や小石の上

11 イ ソ キ リ

Bo55コ:eヱ ヱ・ヨσre仁 ∂σe∂(POstelsetRuprecht)

JOhansen

紅藻 低潮線下の岩

12 ピ リ ヒバ

σoヱ ヱarヱ η∂Piヱuヱ ゴfer∂PostelsetRuprecht

紅藻 潮間帯下部

13 フ ノ リ

Gヱ ・i・peヱ 亡i5furσ ∂む∂(P・stelsetRuprecht)J.Agardh

紅藻

号

潮間帯上部の岩上

14 ア カ バ ギ ン ナ ン ソ ウ

M∂zzaeヱ ヱ∂ ゴ∂poη1σ ∂(Mikami)HO㎜ersand

紅藻 潮間帯下部の岩礁

15 ク ロ ハ ギ ン ナ ン ソ ウ

σhondrし ～5yendoゴYarnadaetMik:ami

'紅 藻
潮間帯下部

16 キ ブ リイ トグ サ

ヱVeo5iphoη 立∂ ゴ∂pon1σ ∂(Harvey)Kimet]」ee

紅藻 岩または他の海藻上に着生

17 フ ジ マ ツ モ

Neorhodo1ηeヱ ・ヨ(ヨ σし～.Ze∂亡:∂(PerestenkO)Masuda

紅藻 潮間帯下部

18 オ オ ソ ゾ

ーL∂urenσi∂9ヱandし1ヱ1fer∂Kutz⊥n9

紅藻 低潮線付近の岩

19 ス ガ モ

Phyヱ ヱ05p∂d土x1偏 ∂むeη5i5MAK工NO

単子葉植

物

潮間帯下部から潮 下帯にかけての岩上
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業船 などの船体 に成葉が付 着 し移動 して きた、 また

は、バ ラス ト水 に胞 子が含 まれ た と推 測 され る。成

葉お よび幼葉が確 認で きた こ とか ら、 カラフ トトロ

ロコンブが え りも港湾内で再生産 されていた(川 嶋、

未発表)こ とを、再確 認す るこ とがで きた。

また、2005年8月27日 オホー一ツク海 沿岸斜 里町知

布泊漁港 において、港内岸壁お よび係留 ロープ上の

カラフ トトロロコンブを採取 し、 え りも港湾 内の係

留 ロープ上の同種標本 と比較 した ところ、形態的 に

類似 してい た(図3.)。
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図3.カ ラフトトロロコンブ

左:え りも港湾内係留ロープ上より採集

右:斜 里町知布漁港内係留 ロープ上より採集

港湾内で は、 コンブ漁で採 取 され る ミツイシコン

ブを、採取後 に悪天候の際 「つ けコンブ」 として、

生の まま海水 につ けてお くこ とが あるが、今 回の調

査で は、係留 ロープ上 に ミツイシコンブを確認す る

こ とが で きなかった。係留 ロープ上 にカラフ トトロ

ロコ ンブのみ生育す る原 因につ いて、今後詳 しい調

査が必要 である。

カラ フ トトロロ コンブに関す る助言、本稿執筆 に

当た りご指導 をいただいた川嶋 昭二氏 に感謝 申 し上

げる。
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